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指摘事項 
 

 評価できる点 
日本、タイ、並びに米国の研究者が協力して、タイ健常人におけるフラビウ

イルス Eタンパク質に対する抗体価について、量的、並びに質的な評価結果を
得ている。これは、将来の予防・治療法開発に有用なデータを与える成果とし

て評価できる。 
 
 疑問点、改善すべき点 
抗体解析の結果が明確に示されておらず、所期の目標が達成度が把握できな

い。早期に論文化や特許出願を行い、研究成果をワクチン開発につなげるアプ

ローチが行われることを期待する。 
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